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	子ども・子育て家庭の現状
	〇佐藤　まゆみ��〇淑徳大学短期大学部　教授��〇専門は子ども家庭福祉�　　研究テーマ｢市町村を中心とする子ども家庭福祉のあり方」�　　早稲田大学社会的養育研究所の研究員として、家庭養育�　　推進の実現に向けたプロジェクト・研究に携わっている
	はじめに
	◯子育て支援員研修における本科目の位置づけ�　・子ども・子育て家庭（対人援助を行う対象）を取り巻く社会�　　環境について学び、子どもと子育て家庭の現状と支援の�　　必要性について理解する��◯本講義の目的�１．子育て家庭と家庭生活を取り巻く社会状況について理解する�２．家庭の意義と多様な子育てニーズと子育て支援等の現状と�    課題について理解する�３．子育て家庭への支援について理解する�４．子どもの貧困や非行などの背景の概要について理解する
	１．子どもの育つ社会・環境�２．子育て家庭の変容�３．子どもの貧困及び子どもの非行についての理解
	1.　子どもの育つ社会・環境�　　（１）出生数の減少�　　（２）子どもの数の減少の背景�　　（３）子どもを取り巻く環境の変化�　　（4）ワーク・ライフ・バランス��２.　子育て家庭の変容 �　　（１）家族をめぐる形態的変化�　　（２）家庭の質の変化　�　　（３）つながりの希薄化��3.　子どもの貧困及び子どもの非行についての理解 �　　（１）子どもの貧困�　　（２）子どもの非行��まとめ
	1.　子どもの育つ社会・環境
	1.　子どもの育つ社会・環境　(１)出生数の減少
	1.　子どもの育つ社会・環境　(２)子どもの数の減少の背景
	1.　子どもの育つ社会・環境　(２)子どもの数の減少の背景
	1.　子どもの育つ社会・環境　(３)子どもを取り巻く環境の変化
	1.　子どもの育つ社会・環境　(４)ワーク・ライフ・バランス
	1.　子どもの育つ社会・環境　(４)ワーク・ライフ・バランス
	1.　子どもの育つ社会・環境　(４)ワーク・ライフ・バランス
	1.　子どもの育つ社会・環境　(４)ワーク・ライフ・バランス
	・社会の状況と子どもと家庭が置かれている現状に� ついて学習することにより、子育てがどのような課題と� 共にあるか、その中から生起する福祉ニーズの背景を� 理解することができる��・特定の子どもや家庭だけの問題や課題ではなく、� すべての子どもと家庭が直面しやすい状況にある� ことを理解することで、｢困った子どもや保護者｣では� なく｢困っている子どもや保護者｣として捉えることが� できるようになる
	・内閣府(20１９)｢男女共同参画白書令和元年版｣p.１２０　　　 https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r01/zentai/pdf/r01_genjo.pdf��・内閣府｢男女共同参画白書令和3年版｣p.100，https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r03/zentai/pdf/r03_genjo.pdf��・内閣府(2021)『令和３年版子供・若者白書』�・内閣府『令和３年版少子化社会対策白書』�・内閣府(2021)｢令和２年度少子化の状況及び少子化への対処施策�　の概況 （令和３年版少子化社会対策白書）〈概要〉」p.４，�https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2021/r03pdfgaiyoh/pdf/03gaiyoh.pdf��・厚生労働省(2021)『令和3年版厚生労働白書』�・厚生労働省(2020)｢令和元年度福祉行政報告例の概況｣�・柏女霊峰(2020)『子ども家庭福祉論第６版』誠信書房.�
	子ども・子育て家庭の現状
	1.　子どもの育つ社会・環境�　　（１）出生数の減少�　　（２）子どもの数の減少の背景�　　（３）子どもを取り巻く環境の変化�　　（4）ワーク・ライフ・バランス��２.　子育て家庭の変容 �　　（１）家族をめぐる形態的変化�　　（２）家庭の質の変化　�　　（３）つながりの希薄化��3.　子どもの貧困及び子どもの非行についての理解 �　　（１）子どもの貧困�　　（２）子どもの非行��まとめ
	2.　子育て家庭の変容
	2.　子育て家庭の変容　(１)家族をめぐる形態的変化
	2.　子育て家庭の変容　(１)家族をめぐる形態的変化
	2.　子育て家庭の変容　(１)家族をめぐる形態的変化
	2.　子育て家庭の変容 （２）家庭の質の変化・親の変化と子育て不安
	2.　子育て家庭の変容　（２）家庭の質の変化
	2.　子育て家庭の変容　　(３)つながりの希薄化
	・不安を抱えて孤立しやすい状況の中での子育てと�　なること、子育て支援とつながりながら、ちょっとした�　話や相談ができる仲間を作っていく必要がある��・支援を受けることに抵抗のある人もいるため、子育て�　をする｢主体」としての保護者をサポートすることで、�　子どもの育つ環境を整えるパートナーになっていく�　ことが必要とされる
	・内閣府(2021)『男女共同参画白書令和3年版』�・内閣府(2021)『令和３年版子供・若者白書』�・内閣府(２０２１)『令和３年版少子化社会対策白書』�・厚生労働省(２０２０)｢令和元年度福祉行政報告例の概況｣�・厚生労働省(２０２１)『令和3年版厚生労働白書』�・厚生労働省(2021)｢国民生活基礎調査　結果の概要｣p.３,7，https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/ktyosa19/dl/02.pdf��・ＮＰＯ法人子育てひろば全国連絡協議会「地域子育て支援拠点における「つながり」に関する調査研究事業報告書」（2015年）��・柏女霊峰(2020)『子ども家庭福祉論第６版』誠信書房.�
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	3.　子どもの貧困及び子どもの�非行についての理解
	３．子どもの貧困及び子どもの非行についての理解�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)子どもの貧困
	３．子どもの貧困及び子どもの非行についての理解�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)子どもの貧困
	３．子どもの貧困及び子どもの非行についての理解�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)子どもの貧困
	３．子どもの貧困及び子どもの非行についての理解�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)子どもの貧困
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	・ 子どもの貧困対策は、子どもが選択肢のある人生を送れるよう、�   福祉と教育をはじめ、関係する分野が連携して包括的に支援�   する必要がある��・ 非行への児童福祉法での対応は、触法少年と虞犯少年の一部�   で、子どもの福祉を図る観点から背景を丁寧に理解しながら�   行われる��・ 子どもを家庭や学校、地域から排除することのないよう対応�   する�
	・柏女霊峰(2020)『子ども家庭福祉論第６版』誠信書房.�・警察庁生活安全局少年課 (2021)「令和２年中における 少年の補導及び保護の概況」p.1，�　https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/R02.pdf�・厚生労働省(２０１９)｢令和元年度福祉行政報告例の概況｣�・厚生労働省(2020)｢2019年国民生活基礎調査の概況｣p.14�　https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa19/dl/14.pdf�・厚生労働省(2021)｢令和3年 国民生活基礎調査（令和元年）の結果から　グラフで�　見る世帯の状況｣p.1８，�　https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/20-21-h29.pdf�・厚生労働省(2021)『令和3年版厚生労働白書』�・文部科学省(2021)｢令和２・元年度就学援助実施状況等調査結果｣p.2�　https://www.mext.go.jp/content/20210323-mxt_shuugaku-000013453_1.pdf�・内閣府(2019)｢子供の貧困対策に関する大綱のポイント(令和元年11月29日閣議決定)｣p.1，�　https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/pdf/r01-taikou_gaiyou.pdf�・内閣府(2021)『男女共同参画白書令和3年版』�・内閣府(２０２１)『令和３年版子供・若者白書』�・内閣府(2021)『令和３年版少子化社会対策白書』
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